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ど
、
粒
が
大
き
い
土
砂
で

は
効
果
が
高
い
と
し
て
い

東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ

Ｐ
Ｉ
は
十
二
日
、
東
京
電

力
福
島
第

一
原
発
事
故
で

避
難
生
活
を
送
る
浪
江
町

の
子
ど
も
の
学
習
支
援
を

始
め
た
。
福
島
大
う
つ
く

し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援

セ
ン
タ
ー
と
福
島
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

「ビ
ー
ン
ズ
ふ

く
し
ま
」
と
連
携
し
た
取

り
組
み
で
、
来
年
三
月
ま

で
実
施
す
る
予
定
。

同
日
、
福
島
市
の
管
谷

仮
設
住
宅
で

一
回
目
の
学

習
教
室
が
開
か
れ
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
約
二

十
人
が
参
加
し
た
。
Ｍ
Ｐ

Ｉ
に
所
属
す
る
東
京
大
や

早
稲
田
大
な
ど
首
都
圏
の

大
学
生
ら
十

一
人
と
、
福

島
大
人
間
発
達
文
化
学
類

の
学
生
八
人
が
訪
れ
、
入

試
へ
向
け
た
学
習
計
画
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
Ｍ

Ｐ
Ｉ
の
水
垣
舜

一
さ
ん

（東
京
大
文
科
Ｉ
類

一
年
）

は

「避
難
生
活
が
学
習
環

境
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
。
今
後
は
浪
江
町
医
外

の
子
ど
も
た
ち
も
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

Ｍ
Ｐ
Ｉ
や
福
島
大
は
こ

れ
ま
で
個
々
に
同
仮
設
住

宅
で
学
召
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
た
経
緯
が

あ
り
、
共
同
で
実
施
す
る

避難児童生徒の学習支援
否百8福島の仮設住宅で教室

ホワイ トボー ドを使 つて丁寧
に指導する学生ポランテ ィア

食
生
活
で
強
い
ス
ト
レ
ス
　
京

玄
侑
さ
ん
、本
県
の
現
状
語
る

東

し
い
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
原
発
事
故
直
後

に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
住
民

に
配
布
し
、
浄
水
場
の
取

水
口
を
閉
じ
た
三
春
町
の

対
応
や
、
避
難
所
で
の
町

民
の
冷
静
な
行
動
も
紹

介
。　
ヨ
一春
町
は
合
併
せ

ず
、

一
次
産
業
に
根
差
し

た
基
礎
自
治
体
で
あ
り

い，
工
，
，
５
　
確見
Ｕヽ
Ｌ
」ヽ
ｒ
≫
，，

三
春
町
に
あ
る
禅
寺
の

住
職
で
芥
川
賞
作
家
の
玄

侑
宗
久
さ
ん
が
十
二
日
、

東
京
都
内
で

「今
、
三
春

に
生
き
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
漠
し
、
東
京
電
力

福
島
第

一
原
発
事
故
後
に

た
Ｅ
埼
ｆ
負
ヽ
く

ヽ
／
く

県
産
の
コ
メ
や
野
菜
を
食

べ
る
か
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
若
夫
婦
の
意
見
が
分
か

れ
る
な
ど
、
不
幸
な
状
況

が
あ
る
」
と
住
民
の
間
で

葛
藤
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
植
物
が
土
壊
か
ら
吸

７
僻
―
ヽ
み
准
寸
ユ
ニ
′
”／
ア

ヽ
吸着沈,

戸
ボウル

きれい
なった

ム
が
水
に
移
っ
た
。

・２
修
の
セ
シ
ウ
ム
が
残

れ
ば
地
下
水
に
溶
け
出
さ

な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

で
は
二
人
が
体
調
不
良
を

訴
え
た
。
さ
ら
に

一
人
が

左
足
を
切
る
け
が
を
し
、

い
わ
き
市
の
病
院
で
治
療

を
受
け
た
。

空

き

巣

な

ど

‐８
件
被
害
申
告

十
二
日
の

一
時
帰
宅

で
、
檜
葉
町
の
住
民
か
ら

空
き
巣
十
五
件
、
浪
江
町

の
住
民
か
ら
空
き
巣

二

件
、
倉
庫
荒
ら
し

一
件
の

計
十
八
件
の
被
害
申
告
が

県
警
に
あ
っ
た
。

こ
と
に
し
た
。
今
月
は
二

本
松
市
の
安
達
運
動
場
仮

東
京
電
力
福
島
第

一
原

発
か
ら
半
径
二
十
∫
圏
内

の
警
戒
区
域
へ
の

一
時
帰

宅
は
十
二
日
、
浪
江
町
と

檜
栗
町
で
行
わ
れ
た
。

浪
江
町
は
三
百
四
十
四

世
帯
五
百
八
十
八
人
、
檜

葉
町
は
三
百
四
十
三
世
帯

浪
江
と
檎
葉
で

一
時
帰
宅

設
住
宅
な
ど
で
も
学
習
教

室
を
開
く
。

八
百
八
十
七
人
が
参
加

し
た
。
区
域
内
の
空
間

放
射
線
量
は
浪
江
町
で
最

大
毎
時

一
九

・
五
窃
営
、

檜
葉
町
で
最
大
毎
時

一
・

五
二
窃
営
。
個
人
の
積
算

放
射
線
量
は
浪
江
町
が

〇
～
四
三
窃
営
、
檜
葉
町

震
災
テ
ー
マ
に

相
馬
市
長
発
表

日
本
地
方
自
治
学
会

日
本
地
方
自
治
学
会
の

研
究
大
会
は
十
二
、
十
三

の
両
日
、
会
津
看
松
市
生

涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

「會
津
稽
古
堂
」
で
開
か

れ
て
い
る
。

大
学
や
行
政
、
地
方
議

会
な
ど
か
ら
約
百
五
十
人

が
参
加
し
て
い
る
。
初
日

は

「震
災
と
地
方
自
治
」

の
共
通
演
題
で
立
谷
秀
清

相
馬
市
長
、
塩
崎
賢
明
神

戸
大
大
学
院
教
授
、
保
母

武
彦
島
根
大
名
誉
教
授
が

発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
立

谷
市
長
は
東
日
本
大
震
災

へ
の
対
応
を
報
告
。
震
災

発
生
直
後
の
市
内
の
状
況

や
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
語
っ
た
。

十
三
日
は
分
科
会
な
ど

を
行
う
。
清
水
修
二
福
島

大
副
学
長
、
清
川
雅
史
会

津
若
松
市
議
ら
が
発
表
す

る
。医

師
や
看
護
師
ら

病
院
経
営
に
理
解

県
自
治
体
病
院
学
会

県
自
治
体
病
院
学
会
は

十
二
日
、
会
津
看
松
市
の

会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

十
人
が
出
席
し
た
。

総
務
省
公
立
病
院
改
革

懇
談
会
座
長
な
ど
を
務
め

た
公
認
会
計
士
の
長

（お

さ
）
隆
さ
ん
が

「地
域
医

療
の
未
来
を
拓
く
」
の
演

題
で
請
演
し
た
。
長
さ
ん

は
地
域
医
療
再
生
の
た
め

に
公
立
病
院
の
経
営
改

革
、
健
全
経
営
の
必
要
性

を
訴
え
た
。
こ
の
ほ
か
、

臨
床
検
査
や
放
射
線
、
薬

剤
な
ど
の
部
門
別
に
よ
る

研
究
発
表
な
ど
も
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

体

放射性物質の

検 査 結 果

跡
５５
ヽ
自
営
業
松
本
健
さ
ん

（６６
）
の
軽
ワ
ゴ
ン
車
が
衝
突

し
た
。
原
さ
ん
は
骨
盤
を
折

り
重
傷
。
現
場
は
見
通
し
の

良
い
直
線
。
原
因
調
査
中
。

（棚
倉
署
）

【通
行
止
め
】

▼
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車

道
福
島
空
港
―
平
田
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
上
下
線
は

‐２
日
午
後
２
時
５
分
む
ろ
か

ら
約
３０
分
間
、
通
行
上
め
に

な

っ
た
。
逆
走
す
る
車
の
情

報
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
。
（県

警
高
速
交
通
隊
）
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